
　関宿は、昭和59年12月に国の重要伝統的建造物群保存地区（重伝建）に選定 されてから、本年12月に40周年の節目を迎えます。これを記念して、６月から「残していきたい関宿」をテーマとした子ども
ワークショップや関宿かるた大会などの開催を通じて、次世代を担う子どもたち への愛着や誇りの醸成に取り組んでいます。11月には記念シンポジウムを開催し、まちなみ保存に関わる皆さんとのパネル
ディスカッションや関宿の保存団体による芸能披露などを行います。今後も、保存 団体や地域の皆さんとの深い連携のもと、伝統的建造物の保存・活用などの取り組みを進めるとともに、東海道の宿場町で
唯一の伝建地区である関宿の歴史的風致を後世に継承していきます。

問合先 文化課まちなみ文化財グループ　（☎96－1218）

重要伝統的建造物 群保存地区選定 周年

昭和55年
（1980）

「関町伝統的建造
物群保存地区保
存条例」制定

昭和57年
（1982）

「関町関宿伝統的建造物群保存地区」
の都市計画決定
文化財保護法に基づく保存地区の選
定申請

平成10年
（1998）

百六里庭・眺関亭 
完成

平成４年
（1992）

西追分環境整備
旧東海道1.8kmの
地道風カラー舗装

平成12年
（2000）
新所地区の
無電柱化

平成14年
（2002）
関宿地蔵町散
策 拠 点 施 設

（地蔵町いっぷ
く亭） 完成

平成21年
（2009）

「亀山市歴史的風
致維持向上計画」
が歴史まちづくり
法に基づき認定

保存修理修景事業
の開始

昭和60年
（1985）

昭和59年
（1984）

重要伝統的建造物群保存地区
に選定【選定告示（12月10日）
全国で20番目】

平成11年
（1999）
木崎地区の
無電柱化

平成９年
（1997）

関宿旅籠玉屋歴史資料館 
開館

平成13年
（2001）
関宿西の追分
休憩施設（西
の追分いっぷ
く亭） 完成

平成15年
（2003）
関宿木崎町散
策 拠 点 施 設

（木崎町いっぷ
く亭） 完成

令和元年
（2019）

関の山車会館 開館

令和６年
（2024）

昭和63年
（1988）

保存地区中心部（約
９００ｍ）の無電柱化
関まちなみ資料館 
開館

無電柱化前

関まちなみ資料館
関宿旅籠玉屋歴史資料館

百六里庭・眺関亭 
関の山車会館

無電柱化後

修理前 修理後
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　昭和50年の文化財保護法の改正によって伝統的建造物群保存地区の制度が発足し、城下町・
宿場町・門前町など全国各地に残る歴史的な集落・町並みの保存が図られるようになりました。
　市町村は、伝統的建造物群保存地区を決定し、地区内の保存事業を計画的に進めるため、保存
条例に基づき保存活用計画を定めます。国は、市町村からの申し出を受けて、我が国にとって価
値が高いと判断したものを重要伝統的建造物群保存地区に選定しています。これまで106市町
村129地区が選定されており、関宿は全国で20番目に選定されました。
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　東海道関宿まちなみ保存会は、昭和55年の設立以来、関宿のまちなみ保存をは
じめ、関宿かるた大会や市民への公開講座、関宿まちなみ音楽祭などを開催し、関
宿のにぎわいづくりにも尽力してきました。
　今回、関宿が国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されて
から40年を迎え、これまでの自分たちの活動がまちなみ保存に
良い影響を与えていればうれしいと感じました。引き続き、地域住
民としても関宿を盛り上げ、また、守り続けていきたいです。

東海道関宿まちなみ保存会　理事長　増亦 肇さん

　６月10日（月）、７月２日（火）、９月17日（火）の全３回、
「残していきたい関宿」をテーマに、関小学校の児童を対
象に子どもワークショップを開催しました。
　大工や職人等が講師となり、児童たちに修理修景手法
や関宿のまちなみ保存について学習してもらいました。
なお、記念シンポジウムにて、今回のワークショップの成
果発表を行います。

　ドローン等を用いた映像による関宿の紹介、東海道関
宿まちなみ保存会や関宿「関の山車」保存会の協力によ
る「子ども神輿」、「子ども山車」の芸能披露、「残してい
きたい関宿」をテーマとした子どもワークショップの成
果発表、関宿かるた大会の表彰式およびパネルディス
カッションなどを予定しています。ぜひご参加ください。

みこし

関宿かるた大会

関宿のまちなみ保存に携わる担い手の声

　関宿案内ボランティアの会は、平成12年４月に設立し、関宿への来訪者を案内
することを通して、関宿の歴史文化資産の普及啓発に努めるとともに、文化の薫り
高いまちづくりに貢献することを目的に活動しています。
　関宿が重伝建選定40周年を迎え、引き続き、関宿の観光促進
に努めることで、次なる関宿の未来に少しでも寄与できるように
活動を続けていきたいです。

関宿案内ボランティアの会　会長　倉田 文男さん

　関宿の修理修景事業に設計士として携わるとともに、特定非営利活動法人 亀
山文化資産研究会の代表として、関宿の歴史的・文化的な資産
を後世に残していくことができ、大変うれしく思います。
　現在、関宿内の建物の修理修景完了率が６割を超えており、引
き続き、仲間や現場の職人さんと共に関宿の美しいまちなみを保
存していきたいです。

特定非営利活動法人 亀山文化資産研究会　会長　中浦 豊子さん

関宿重伝建選定40周年記念事業  ～事業紹介～

申込不要 入場無料

11月２日
午後１時30分～
市文化会館大ホール

と　き
ところ

土

　関宿のまちなみをご案内します。ツアー終了後、国の
重要文化財である地蔵院本堂、鐘楼、愛染堂の見学を
予定しています。
　申込方法など詳しくは、まちなみ文化財グループ（☎
96－1218）へお問い合わせください。

申込必要 参加無料

11月３日
午前９時～
集合場所：関地蔵院

と　き
ところ

日・祝

子どもワークショップ

記念シンポジウム

まちなみガイドツアー

　７月16日（火）、関の山車会館にて次世代の担い手とな
る子どもたちに関宿に愛着を持ってもらうため、関小学校
の３・４年生を対象に関宿かるた大会を開催しました。
　児童たちは、日ごろ、学校の授業で覚えた「関宿かる
た」の腕前を競い合いました。また、10月５日（土）には、中
学生以上を対象としたかるた大会（※参加募集は終了）を
開催します。なお、記念シンポジウムにて、優勝者および
準優勝者を表彰します。
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